
 伐採の届け出・森林の新規所有の届け出は、市町村へ 伐採の届け出・森林の新規所有の届け出は、市町村へ
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みやぎの林業だより

成長する海岸防災林



みやぎの林業だより

記念行事が県内各地で開催されています！
～記念行事を随時募集中！一緒に育樹祭を盛り上げていきましょう！～

『協賛』の御協力をお願いします！
　～育樹祭の成功に向けて～さまざまな協賛特典もご用意しています。

ホームページを
check！！

和６年２月から募集を開始した記念行
事が県内各地で開催されています。

育樹祭の開催を広く周知し、開催気運を盛り
上げるため、森林や緑化等の行事を記念行事
に認定しています。記念行事に認定されます
と、チラシやノベルティの提供を受けられ、
育樹祭のノボリ等も御使用いただけるほか、
育樹祭HPでのPRも可能です。申請は「みや
ぎ電子申請システム」からも受け付けていま
す。皆さんの思いをつなぎ、皆さんの力で育
樹祭を盛り上げていきたいと考えています。
育樹祭の趣旨に合致する行事を幅広く募集
していますので、是非御応募ください。分か
らない点は、気軽に御相談ください。

和６年４月から御協賛いただけ
る団体、企業の方々を募集してい

ます。
　資金協賛のほか、物品協賛や広報・
PR協賛も受け付けております。期間は
育樹祭の開催日の２か月前まで受け付
けています。協賛いただいた企業等に
は、大会プログラム（右写真)や記念誌・
式典協賛ボードへの企業ロゴの掲載や
記念品・感謝状の授与など様々な特典
を御用意しています。育樹祭を多くの
方々の心に残る実り多きものとして成
功させるため、御協力のほどどうぞよ
ろしくお願いいたします。

令和６年４月から第
48回全国育樹祭公式
ホームページを開設
しました。お知らせ
や記念行事等のイベ
ント情報など掲載し
ていますので、是非、
チェックしてみてく
ださい。

令

令

R6.5 月　登米市 市民の森植樹祭

R6.5 月　気仙沼市 出前講座（百瀬小）

R6.6 月　女川町 出前講座（女川小）

◆問合先◆
全国育樹祭推進室
事業推進班
☎022（724）7290 みやぎ電子申請

システム
応募フォーム

（参考）
これまでの
記念行事情報

（参考）第 46 回全国育樹祭
大会プログラム

〔令和４年・茨城県開催〕▲協賛の詳しい
情報はこちら

◆問合先◆
全国育樹祭推進室
総務企画班
☎022（724）7261

▲公式ホームページ
はこちら

２
０
２
５
全
国
育
樹
祭

全
育
つ
ー
し
ん

開
催
ま
で
あ
と
１
年
で
す
！

ち
ょっ
と

vol.3
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みやぎの林業だより

「１年前プレイベント」いよいよ開催！
　～国民参加の森林づくりシンポジウム～

昭和万葉の森植樹祭を開催！
　～昭和 30 年 第６回全国植樹祭　宮城県初開催地にて～

担当者の「樹に成る」
取材日記

調講演は、㈱EIGHT CROWNSを設立し、音楽活動の傍ら養蜂家としても活躍す
るMONKEY MAJIKの菊池拓哉さんと、メイナード・プラントさんのお二人です。

このほか、豪華キャストによるパネルディスカッションや、プレゼント抽選会を行いま
す。木工ワークショップや木育スペースの設置など、お子様にも楽しんでもらえるコン
テンツを企画中です。詳細は決まり次第アナウンスしますので、是非、御参加ください。

めて本県で全国植樹祭が開催された大衡村の昭和万葉の森におい
て、植樹祭を開催します。昭和天皇皇后両陛下がお手植えされた樹

種と同じ、アカマツや広葉樹の苗木約500本を植栽します。こちらも詳細
は追ってアナウンスしますので、是非御参加ください。

　開催まで間もなく１年…。あせる担当
者の奮闘記を「樹に成る」情報としてつぶ
やきます。今回は、木製ノベルティ、ワー
クショップのアイディア、樹を愛する熱
い人を探し、県南方面に車を走らせまし
た。そよ風に誘われ、行き着いた先は…

「うらにわあとりえ」さんです。
　樹々に囲まれた古民家を改修したアー
トギャラリーに作家さんの作品や商品が
並んでます。どこか温かく、少しホッコ
リした素敵な空間でした。管理人の阿部
さんは突然お邪魔したにもかかわらず、
作品について丁寧に説明してくれまし
た。様々なデザインの「にゃんこけし」に
ホッコリ。箸づくり等のワークショップ
も行っており、育樹祭イベントでのコラ
ボをお願いしました。

基

初

「にゃんこけし」が
樹に成るかたは、こちら▶

◆問合先◆
全国育樹祭推進室
事業推進班
☎022（724）7290

MONKEY MAJIK
菊池　拓哉 氏
メイナード・プラント 氏

【基調講演】 【パネルディスカッション】　　
■コーディネーター
　長野　麻子 氏　株式会社モリアゲ

■パネリスト
　小友　康広 氏　株式会社小友木材店

　會津　浩幸 氏　登米町森林組合

　長谷川　琢也 氏　（一社）フィッシャーマン・ジャパン

植樹祭のイメージ

昭和万葉の森 御成山のアカマツ
（植樹場所）

参加無料

令和６年11.９土 
10:30 ～ 11:45
会場：昭和万葉の森（大衡村）

参加無料

令和６年11.16土 
13:30 ～ 16:30（受付12:30 ～）

会場：東北大学百周年記念会館 川内萩ホール（仙台市）

２
０
２
５
全
国
育
樹
祭

全
育
つ
ー
し
ん

開
催
ま
で
あ
と
１
年
で
す
！

ち
ょっ
と

一緒に
　植樹しよう！

今年秋

一緒に
　学ぼう！
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みやぎの林業だより

食
欲
の
秋
を
楽
し
む

　
き
の
こ
料
理
教
室
の
御
案
内

料理教室の様子

8 月料理教室の作成料理

「栗原苔フェスティバル 2024」 開催します
　栗原地域事務所では、地域の新たな生業の創出として着目し
た「苔」の産地化・聖地化を図るため、栗原市や関係機関等と連
携して様々な取り組みを進めています。　
　このたび、10月26日（土）と27日（日）の両日、栗原市栗駒の

「栗駒山麓ジオパークビジターセンター」を会場とした、「栗原苔
フェスティバル2024」の開催が決定しました。
　この催しは、「くりはらの苔」の魅力発信と認知度向上を目的
に毎年開催しており、今年で六回目となります。昨年は約千人の
方々に御来場いただきましたが、今回も趣向を凝らした様々な
企画を予定しています。
　初日は、県内外の苔生産者や事業者による展示・販売や苔テラ
リウム、苔玉の作製体験などを行います。二日目は、動画サイト
YouTubeなどで苔テラリウムの作製動画を配信している方を
迎え、デモンストレーションとトークショーを行います。また、
栗原地域の地場産品を販売する「くりはらマルシェ」も同会場で
開催されますので、栗原の味覚も併せて堪能していただけます。
　なお、両日とも苔玉作製体験など一部企画への参加には、事前
の予約が必要となります。詳しくは、県のホームページ又は右の
ＱＲコードから御確認ください。
　今年も、栗駒山麓のジオパークと織りなす「苔の世界」を体感
していただきますよう、多くの御来場をお待ちしています。

　　　　　　　（北部地方振興事務所栗原地域事務所）

開催ポスター

詳しくは
こちら▶

　
宮
城
県
で
は
特
用
林
産
物（
き
の

こ
、た
け
の
こ
等
）の
新
た
な
調
理

方
法
を
提
案
し
、
実
際
に
お
い
し

さ
を
知
り
消
費
拡
大
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、県
産
き
の
こ

の
料
理
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
今

年
は
八
月
二
十
七
日（
火
）と
十
月

十
一
日（
金
）の
二
回
、仙
台
市
ガ
ス

局
ガ
ス
サ
ロ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
八
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ
た

料
理
教
室
で
は
、
仙
台
市
ガ
ス
局

の
管
理
栄
養
士
さ
ん
に
講
師
を
務

め
て
い
た
だ
き
、
き
く
ら
げ
を
メ

イ
ン
に
、
夏
で
も
さ
っ
ぱ
り
食
べ

ら
れ
る
き
の
こ
料
理
を
調
理
し
ま

し
た
。

　
十
月
の
料
理
教
室
で
作
成
予
定

の
メ
ニ
ュ
ー
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
当
日
は
き
の
こ
に
つ
い

て
の
講
話
や
、
御
参
加
い
た
だ
い

た
方
へ
の
宮
城
県
産
き
の
こ
の
お

土
産
も
配
布
し
ま
す
。

　
調
理
方
法
や
知
識
を
知
る
こ
と

で
、
宮
城
の
き
の
こ
の
新
た
な
魅

力
を
発
見
で
き
ま
す
。
是
非
、
仙

台
市
ガ
ス
局
か
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
詳
細
を
確
認
の
上
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

★
十
月
料
理
教
室
メ
ニュ
ー

 •

き
の
こ
と
豚
バ
ラ
の
つ
け
蕎
麦

 •

し
い
た
け
と
絹
揚
げ
の
鶏
み
そ
田
楽

 •

彩
り
野
菜
と
き
の
こ
の
和
風
ナ
ム
ル

 •

ヨ
ー
グ
ル
ト
プ
リ
ン

　
　
白
き
く
ら
げ
と
フ
ル
ー
ツ
の
マ
リ
ネ

県内で実際に利用・体験できる林業のお知らせをお届けします。
気になる情報・イベントがありましたら、是非御参加ください。

宮城林業の
　 お知らせ
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みやぎの林業だより

海
岸
防
災
林
伐
採
木
等
の
有
効
活
用
始
め
ま
す
！

『
み
や
ぎ
水
産
の
日
』

　
　
　
地
域
の
小
さ
な
販
売
会
×
林
業

提供イメージ

↓
利
用
形
式
は
複
数
に
分
か
れ
ま
す

（一）利用者事前登録タイプ
・県が事前審査し認めた登録利用者に対し

て無償譲渡する。
・企業等が大量に消費する場合を想定。
・譲渡会の日時等を登録者にお知らせする。

（二）個人自由利用タイプ
・事前登録は不要で、県が告知した譲渡会

場で一般利用者へ無償譲渡する。
・個人が少量の利用をする場合を想定。

販売会（林業ブース）の様子

　

東
部
地
方
振
興
事
務
所
で
は
、
毎
月

第
三
水
曜
日
の『
み
や
ぎ
水
産
の
日
』に

合
わ
せ
、
合
同
庁
舎
一
階
で
地
域
の
小

さ
な
販
売
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
販

売
会
の
メ
イ
ン
は
海
の
幸
で
す
が
、
今

年
度
は
一
画
に
林
業
ブ
ー
ス
を
設
け
、

管
内
で
生
産
さ
れ
た
き
の
こ
や
ジ
ビ
エ

加
工
品
な
ど
、
山
の
幸
も
販
売
し
て
い

ま
す
。　
　

　

五
、六
月
は
菌
床
し
い
た
け
や
干
し

き
く
ら
げ
、
鹿
肉
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
を

販
売
し
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
も
好
評
で
、

全
て
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　
販
売
会
に
訪
れ
た
方
か
ら
は
、「
身
近

な
場
所
で
き
の
こ
が
生
産
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
始
め
て
知
っ
た
。」「
鹿
肉
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
購
入
し
た
が
、
と
て
も
美
味

し
か
っ
た
。」と
い
っ
た
声
が
あ
り
、
管

内
の
き
の
こ
や
ジ
ビ
エ
の
生
産
状
況

な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機
会
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
会
場
内
に
森
林
の
働
き
を
ま

と
め
た
パ
ネ
ル
を
展
示
し
、
森
と
海
の

つ
な
が
り
に
つ
い
て
も
周
知
を
図
っ
て

い
ま
す
。

　
『
み
や
ぎ
水
産
の
日
』地
域
の
小
さ
な

販
売
会
は
毎
月
第
三
水
曜
日（
八
月
を

除
く
）の
午
前
十
時
か
ら
午
後
一
時
ま

で
開
催
し
て
お
り
、
き
の
こ
に
つ
い
て

は
主
に
し
い
た
け
の
販
売
と
な
り
ま
す

が
、
管
内
の
生
産
者
に
月
替
わ
り
で
出

店
い
た
だ
い
て
お
り
、
味
比
べ
な
ど
も

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
同
日（
十
一
、二
月
を
除
く
）

の
午
前
十
二
時
十
五
分
か
ら
は「
山
大

Sustainable

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

in

石
巻
合
庁
」を
開
催
し
て
お
り
、音
楽

も
併
せ
て
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

コ
ン
サ
ー
ト
会
場
に
は
、
株
式
会
社
山

大
、
石
巻
地
区
森
林
組
合
と
当
所
の
三

者
で
締
結
し
た「
石
巻
圏
域
に
お
け
る

再
造
林
促
進
に
関
す
る
協
定
」の
植
樹

式
の
様
子
も
パ
ネ
ル
展
示
し
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
の
大
切
さ
も
Ｐ
Ｒ
し
て

い
ま
す
。

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
毎
月
第
三
水
曜
日（
八
月
を

除
く
）は
是
非
石
巻
合
同
庁
舎
に
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所
）

　
東
日
本
大
震
災
の
津
波
に
よ
り
壊
滅

的
な
被
害
を
受
け
た
海
岸
防
災
林
は
、

国
・
県
・
民
間
団
体
が
連
携
し
な
が
ら
、

植
栽
基
盤
の
造
成
工
事
や
ク
ロ
マ
ツ
等

の
植
栽
を
行
い
、
震
災
か
ら
十
数
年
の

歳
月
を
か
け
再
生
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。

　
植
栽
後
は
、
下
刈
や
つ
る
切
り
な
ど
、

健
全
な
海
岸
林
育
成
の
た
め
の
保
育
管

理
を
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
、
順
調
に
生

育
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
令
和
五
年
度

か
ら
は
県
内
全
域
で
本
格
的
に
本
数
調

整
伐（
間
引
き
）の
作
業
に
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

作
業
に
よ
り
発
生
す
る
伐
採
木
は
、

松
く
い
虫
被
害
を
拡
大
さ
せ
る
マ
ツ
ノ

マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
の
温
床
と
な
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
は

産
業
廃
棄
物
と
し
て
処
分
し
て
き
ま
し

た
が
、
将
来
に
わ
た
っ
て
海
岸
林
を
管

理
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ

と
、
循
環
資
源
と
し
て
の
有
効
活
用
を

推
進
す
る
こ
と
を
目
的
に
、木
質
バ
イ
オ

マ
ス
と
し
て
利
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
仕
組
み
を
作
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
本
数
調
整
伐
は
九
月
頃
か

ら
始
ま
り
ま
す
の
で
、
譲
渡
会
は
秋
以

降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
詳
し
い
制
度
の
紹
介
や

事
前
登
録
の
方
法
、
譲
渡
会
の
日
程
や

会
場
な
ど
、
随
時
情
報
を
更
新
し
て
い

き
ま
す
の
で
、是
非
御
覧
く
だ
さ
い
。　

　

https://w
w

w
.pref.m

iyagi.j
p/soshiki/sinrin/bassaibok
ukatuyou.htm

l
　
（
森
林
整
備
課
治
山
班
） 
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みやぎの林業だより

木
製
品
を
素
敵
に
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
！

　
～
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
に
新
し
い
命
を
吹
き
込
む
取
組
～

生
物
多
様
性
に
つ
い
て

　 

　
　
～「
生
物
多
様
性
」の
取
組
を
知
っ
て
い
ま
す
か
～

目指すべき姿のイメージ（抜粋）

SDGsの取組 森林の恵みを活用する林業・木材産業は、様々なSDGs（持続可能な開
発目標）の達成に大いに貢献しています。

　
森
林
・
林
業
の
話
題
で
も
目
に
す
る

機
会
の
多
い
言
葉
で
す
が
、今
回
は「
生

物
多
様
性
」の
意
味
と
大
切
さ
、現
状
と

県
の
取
組
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
私
た
ち
の
暮
ら
す
宮
城
県
に
は
、森
、

川
、
沼
、
水
田
、
干
潟
や
海
な
ど
、
多
種

多
様
な
自
然
環
境
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

色
々
な
形
や
色
・
大
き
さ
・
個
性
を
持

つ
生
き
も
の
が
住
ん
で
い
ま
す
。
こ
う

し
た
多
様
な
環
境
の
中
で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
き
も
の
が
自
然
を
介
し
て
、
他
の

生
き
も
の
と
の
間
に
相
互
に
関
わ
り
を

持
っ
て
い
る
こ
と
を
、「
生
物
多
様
性
」

と
呼
び
ま
す
。

　
生
物
多
様
性
を
基
盤
と
す
る
生
態
系

は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
て
く
れ

て
い
ま
す
。
林
業
・
木
材
産
業
分
野
を

例
に
考
え
る
と
、
森
林
生
態
系
の
中
で

育
ま
れ
る
木
材
や
キ
ノ
コ
・
山
菜
な
ど

の
林
産
物
は
、
自
然
か
ら
の
恩
恵
で
あ

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
う

し
た
恩
恵
は
、
生
態
系
の
バ
ラ
ン

ス
が
取
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て

も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
こ
う
し
た
恩
恵
を
将
来
に
わ

た
っ
て
享
受
し
続
け
る
た
め
に

は
、
生
物
多
様
性
が
健
全
に
保
た

れ
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

し
か
し
、
現
在
、
そ
の
生
物
多

様
性
は
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
生

物
多
様
性
の
損
失
を
止
め
、
回
復
さ
せ

て
い
く「
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
」の

取
組
が
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

県
自
然
保
護
課
で
は
今
年
度
、
県
に

お
け
る
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
の
実

現
に
向
け
て
、「
宮
城
県
生
物
多
様
性
地

域
戦
略
」の
改
訂
作
業
を
進
め
る
と
と

も
に
、
農
林
水
産
業
、
土
木
、
経
済
、
教

育
な
ど
幅
広
い
部
局
を
参
集
し
た「
庁

内
連
絡
会
議
」を
設
置
し
、県
各
部
局
一

体
と
な
っ
て
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ポ
ジ
テ
ィ

ブ
に
取
り
組
む
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

　
私
た
ち
の
社
会
が
持
続
可
能
な
も
の

と
な
る
よ
う
、
森
林
・
林
業
を
支
え
る

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
生
物
多
様

性
の
保
全
の
取
組
に
一
層
の
御
理
解
と

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
自
然
保
護
課
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止

の
た
め
、
登
米
市
津
山
町
で
製
作
さ

れ
た
飛
沫
防
止
パ
ネ
ル
は
、
役
目
を

終
え
、
木
枠
部
分
を
活
用
し
て
、
津

山
木
工
芸
品
事
業
協
同
組
合
員
や
登

米
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
方
々
が
、

木
工
技
術
を
生
か
し
た
新
し
い
製
品

に
ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
。

「
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ボ
ー
ド
等
製
作
」

　

パ
ネ
ル
の
横
木
部
分
を
活
用
し

て
、
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
ボ
ー
ド
や
ト

レ
ー
、
木
箱
な
ど
を
製
作
し
ま
し

た
。
自
分
で
作
る
こ
と
が
で
き
る

ア
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
製
品
は
愛
着
が
湧

き
ま
す
。

「
木
目
を
生
か
し
た
椅
子
製
作
」

　

パ
ネ
ル
の
足
部
分
を
活
用
し
て
、

細
か
い
部
材
を
接
着
し
、
椅
子
の
座

面
を
製
作
し
ま
し
た
。
様
々
な
木
目

が
合
わ
さ
り
、
素
敵
な
風
合
い
が
あ

り
ま
す
。
接
着
は
登
米
市
津
山
町
で

製
作
さ
れ
て
い
る「
矢
羽
集
成
材
」の

技
術
を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　
木
材
は
、
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

使
う
こ
と
な
く
比
較
的
簡
単
に
、
加

工
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
負
荷
の

少
な
い
資
源
で
す
。
生
ま
れ
変
わ
っ

た
木
製
品
を
大
切
に
使
う
暮
ら
し
を

始
め
ま
せ
ん
か
。

（
東
部
地
方
振
興
事
務
所　
　

登
米
地
域
事
務
所
）
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みやぎの林業だより

　
（
独
）農
林
漁
業
信
用
基
金
は
、
林
業
・
木
材

産
業
を
営
む
皆
様
が
融
資
機
関
か
ら
融
資
を
受

け
る
際
に
、
そ
の
債
務
を
保
証
す
る
こ
と
に
よ

り
経
営
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
林
業
信
用
保
証
」を

提
供
し
て
い
ま
す
。
豊
富
な
保
証
実
績
と
行
政

や
関
係
団
体
と
の
強
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
っ

て
、
事
業
者
の
皆
様
や
融
資
機
関
等
に
対
し
て

様
々
な
情
報
提
供
も
可
能
で
す
。
是
非
、
お
気

軽
に
御
相
談
く
だ
さ
い
。

【
保
証
の
対
象
資
金
】

林
業
・
木
材
産
業
の
事
業
用
資
金
全
般

（
例
）苗
木
・
立
木
の
購
入
費
、
燃
料
費
・
人
件

費
等
の
運
転
資
金
、
建
物
・
林
業
機
械
・

木
材
加
工
機
械
の
整
備
等
の
た
め
の
設
備

資
金
等

【
保
証
料
】

・
保
証
の
提
供
に
当
た
り
、
財
務
内
容
に
応
じ

た
保
証
料
が
必
要
で
す
。

・
保
証
料
率
は
年
〇・
一
五
～
一・
八
〇
％
以
内

と
低
く
設
定
し
て
い
ま
す
。

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
や
原
油
等
価
格
高
騰

対
策
、
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧
、
新
規
創
業

へ
の
支
援
等
は
、
最
大
五
年
間
の
保
証
料
免

除
が
可
能
で
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

　
林
業
信
用
保
証
管
理
部

　
電
話　
〇
三（
三
四
三
四
）

　
　
　
　
七
八
二
五

林
業
・
木
材
産
業
改
善
資
金
に
つ
い
て

林
業
信
用
保
証
に
つ
い
て

融資等のご案内
林業・木材産業を営む皆様に対する金融支援として、無利子で設備資金を貸付する
林業・木材産業改善資金と、事業者の信用力を補完し融資を受けやすくする林業信
用保証制度について御案内します。

宮城県水産林政部はInstagramで水産業・林業
などに関する情報発信を行っております。
ぜひ「海山人みやぎ」のフォローをお願いします!!

アカウント名：UMIYAMAHITO.MIYAGI
ＵＲＬ：https://www.instagram.com/umiyamahito.miyagi/

　
林
業
経
営
、
木
材
産
業
経
営
の
改

善
、
林
業
労
働
に
よ
る
労
働
災
害
の

防
止
及
び
林
業
従
事
者
の
確
保
を

目
的
に
、
事
業
者
の
皆
さ
ん
の
創
意

工
夫
を
活
か
し
た
様
々
な
取
組
に
対

し
、
必
要
な
資
金
を
無
利
子
で
貸
し

付
け
る
制
度
で
す
。

【
貸
付
対
象
事
業
】

・
新
た
な
林
業
部
門
、
木
材
産
業
部

門
の
経
営
の
開
始

・
林
産
物
の
新
た
な
生
産
、
販
売
方

式
の
導
入

・
林
業
労
働
に
係
る
安
全
衛
生
施
設
、

福
利
厚
生
施
設
の
導
入

【
貸
付
対
象
者
】

・
林
業
に
携
わ
っ
て
い
る
方

・
木
材
産
業（
木
材
製
造
業
・
木
材

卸
売
業
な
ど
）を
営
ん
で
い
る
方

※
新
規
参
入
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

【
金
利
】

・
無
利
子

【
貸
付
限
度
額
】

林
業
事
業
者
：
個
人
１
５
０
０
万

円
／
会
社
３
０
０
０
万
円
／
団
体

５
０
０
０
万
円

木
材
産
業
事
業
者
：
１
億
円

【
償
還
期
間
】

十
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間
三
年
以

内
）

※
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
特
例
及
び

そ
の
他
法
律
の
特
例
に
よ
り
、
償

還
期
間
及
び
据
置
期
間
が
延
長
さ

れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
担
保
及
び
債
務
保
証
】

・
民
間
金
融
機
関
か
ら
融
資
を
受
け

よ
う
と
す
る
場
合
は
、
出
資
金
及

び
保
証
料
を
支
払
う
こ
と
で
、
農

林
漁
業
信
用
基
金
に
よ
る
林
業
信

用
保
証
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

・
担
保
及
び
連
帯
保
証
人
が
必
要
と

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
相
談
窓
口
】

〈
申
請
方
法
等
に
つ
い
て
〉

・
最
寄
り
の
県
地
方
振
興
事
務
所（
地

域
事
務
所
）林
業
振
興
部
林
業
振

興
班

・
県
林
業
振
興
課
調
整
班

　
制
度
の
詳
細
や
様
式
に
つ
い
て
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
御
覧
く
だ
さ
い
。

〈
融
資
に
つ
い
て
〉

・
七
十
七
銀
行

・
仙
台
銀
行

そ
の
他
の
金
融
機
関
を
利
用
し
た

い
場
合
は
県
へ
御
相
談
く
だ
さ

い
。

〈
債
務
保
証
に
つ
い
て
〉

・
農
林
漁
業
信
用
基
金（
林
業
部
門
）

（
林
業
振
興
課
調
整
班
）
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みやぎの林業だより

　県では、野生生物保護思想の普及の一環とし
て、愛鳥モデル推進校を設定し、児童生徒を対象
に各種保護活動を通じて、野生生物保護意識の啓
発を行っています。
　今年度より、愛鳥モデル推進校の指定を受けた
川崎町立富岡小学校では、普段の学校生活や家庭
生活の中で、野鳥や自然に目を向ける機会を作る
ことを目的に様々な活動を検討しています。それ
らの活動を支援するため、当所林業振興部の職員
を講師として派遣し、５月21日に１年生から３
年生を対象に探鳥会を開催いたしました。
　当日は、天候に恵まれ、ウグイスの鳴き声が聞
こえる中、校庭や学校近くの河川敷で、スズメや
ツバメ、キジなどの野鳥を観察することができま
した。
　今回の探鳥会は、低学年生が対象ということも
あり、初めて使う双眼鏡に悪戦苦闘しながら、楽し
そうに野鳥を捜す姿に心癒され、野鳥だけではな
く、魚や虫を無邪気に観察する姿に、自然とのふ
れあいの大切さを再認識する一日となりました。

　富岡小学校では、今後、高学年生による巣箱づ
くりなども計画されており、このような活動を通
じ、子供たちが宮城の豊かな自然を体感すること
で、自然環境への保護意識が芽生えることを願う
ばかりです。　　　　　（大河原地方振興事務所）

　一般社団法人南三陸ＹＥＳ工房（以下「ＹＥＳ
工房」）が、第12回「富県宮城グランプリ」特別賞
を受賞されました。
　ＹＥＳ工房は、震災後に地域住民の雇用創出と
交流の場づくりを目指しできた工房です。主力商
品の「オクトパス君」は企業とのコラボ企画等も
多く実現しているほか、昨年度開催されたＧ７広
島サミットにおいて、東日本大震災復興ＰＲブー
スが設けられ、復興庁の推薦もありオクトパス君
が被災３県の代表として海外メディア向けＰＲ
大使として参加するなど、シンボルキャラクター
として広く認知されています。
　また、南三陸杉を活用した木製品やまゆ細工の
製作・販売を主に行っており、地域のものづくり
産業の模範となっています。
　その他にも、教育機関等を対象としたモノづく
りワークショップの積極的な展開などが、町の知
名度アップや観光面に貢献していることが評価
され、今回、特別賞の受賞に至っております。
　なお、将来的には同賞のグランプリ受賞を目指

してもらえるよう、当事務所としても継続した支
援を行ってまいります。

（気仙沼地方振興事務所）
 

社団法人南三陸ＹＥＳ工房が富県宮城グランプリ特別賞を受賞

愛鳥モデル推進校（川崎町立富岡小学校）で探鳥会を開催

地域レポート 各圏域の取組を紹介します。

富県宮城グランプリ受賞式

ゆめ多幸（たこ）鎮（ちん）
オクトパス君

キジが隠れているよ、
みつけられるかな？

探鳥会の前に学校周辺の
野鳥について、お勉強
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みやぎの林業だより

大崎森林組合が、基金助成を受けた森林整備等に着手
～公益信託農林中金森林再生基金　通称：農中森力（もりぢから）基金の助成決定～

ＷＷＦジャパンと南三陸森林管理協議会との FSC 認証林推進協定が締結

地域レポート 各圏域の取組を紹介します。

　大崎森林組合が、第10回の農中森力基金に応
募し、全国15件の中から選ばれ（決定7件）、「鳴
子温泉『雫の森』再生プロジェクト」として、渓流
沿いの荒廃した森林の整備等を行うこととなり
ました。
　当該基金は、森林施業の課題である「施業集約
化」や「搬出間伐等」の取組を更に加速させるた
め、高い波及効果が見込まれる事業や先進性のあ
る事業に、重点的に助成が行われるもので、林業
事業体の事業実施体制整備のサポートをするこ
とを目的としています。
　今回、同組合が整備を行う森林は、大崎市鳴子
地区に位置し、長年、森林施業が行われず荒廃し、
水源かん養機能が発揮されず、地域内の渓流に生
息する魚にも悪影響が及んでいました。
　このため、この公益的機能の低下した混交林に
おいて、針葉樹は一部帯状択伐を含む搬出・切捨
間伐を、広葉樹は一部植栽を含む更新伐や切捨間
伐を実施することとしたものです。

　今回の取組を通じて、高い水源かん養機能や土
砂流出防備機能を持った、多様で健全な森林を整
備し、渓流魚が自然産卵できるような生態系の保
全を図り、加えて観光地でもある鳴子峡の景観保
全、さらには本事業から得られる森林の活用ノウ
ハウを同様の課題を持つ地域へ広く普及させる
こととしています。
　事業は、令和７年３月の完了を目指して実施さ
れる予定であり、当事務所では、事業の進捗を見
守りながら必要な支援を行ってまいります。

（北部地方振興事務所）

 

　南三陸町のＦＳＣ認証林（※１）の管理強化や認
証林拡大を通じて、持続可能な森林づくりを推進
し、森林管理の現場でネイチャーポジティブを体
現することを目的に、南三陸森林管理協議会（以
下「協議会」）とＷＷＦジャパンが「日本のＦＳＣ
認証林推進協定」を締結しました。
　今後は、ＷＷＦジャパンが、町内の認証林の拡
大や普及に向けた協議会の活動を支援するとと
もに、協定のモデルケースとしてＰＲに努めま
す。
　また、当日は南三陸ＦＳＣ親善大使を担う宮城
県南三陸高等学校の生徒の任命式（※２）も併せて
行われ、今後、若者の感性を活かした情報発信が
期待されます。
　当事務所としても、ＦＳＣ認証林拡大と知名度
アップに向けて、各関係機関と連携し、協議会へ
の支援を引き続き行ってまいります。

（※１　ＦＳＣとは、責任ある森林管理を世界に広めることを
目的とする国際的な非営利団体が、持続可能で且つ、適切な
森林管理を広めるための国際的な森林認証制度です。）

（※２　地域学の授業のなかで、町の魅力発信動画を制作し南
三陸公式ＹｏｕＴｕｂｅ「南三陸なうチャンネル」で公表した
ことがきっかけで実現。）

（気仙沼地方振興事務所）
 

事務所の支援状況

南三陸ＦＳＣ親善大使任命

２者による協定締結
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みやぎの林業だより

みやぎ森林・林業未来創造カレッジ　令和六年度入講式開催
地域レポート 各圏域の取組を紹介します。

　みやぎ森林・林業未来創造機構は、5月15日、
入講式を開催し、研修生60名、所属機関17名、
来賓、機構役員など総勢160名が参加しました。
　入講式では、機構の大内伸之共同代表が「林業
に従事することに誇りを持ち、自己研鑽に励み、
カレッジを自分達の学び舎にしてほしい」と式辞
を述べました。
　来賓の大政康史東北森林管理局長は「カレッジ
でスキルを身につけ、諸課題に対応し一層の活躍
を」とエールを送り、県の中村彰宏水産林政部長
は「交流を深め、夢を語り合った同志として相談
できる関係を築いてほしい」と知事のメッセージ
を伝えました。

【記念講演】
　世界スタンダードの林業を目指す岩手県の株
式会社柴田産業の柴田君也氏に講演と研修生と
の意見交換を行っていただきました。
　柴田氏は「森林・林業の未来創造～次代の担い

手に伝えたい林業の魅力・働きがい」と題し、次
世代機械やＩＣＴを活用した伐採から再造林の
効率化、早生樹育成、子供達が住み続けられる地
域づくりなどの取組を紹介し、目指す林業の姿
は「再造林百パーセント！循環型伐採」として話
を結びました。研修生からは「理想の林業事業体
の姿」、「率直に林業は格好いいと
思った」などの感想がありました。
　カレッジホームページで研修情
報を提供していますので参考にし
てください。

（機構事務局／林業技術総合センター）
 

各コースの受講生が一堂に介した記念撮影

　
野
生
き
の
こ
の
出
荷
に
係
る
お
願
い

　
秋
の
き
の
こ
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
る
に

当
た
り
、出
荷
に
際
し
て
は
、以
下
三
点
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つ
い
て
御
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

一
、
大
崎
市
及
び
栗
原
市
で
産
出
さ
れ

る
野
生
き
の
こ
の
う
ち
、
出
荷
が
可

能
な
の
は
、
な
め
こ
、
な
ら
た
け
、
む

き
た
け
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三
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で
あ
り
、
非
破
壊
検

査
に
よ
り
安
全
確
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さ
れ
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い
る
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が
要
件
で
す
。
非
破
壊
検
査
実
施

済
の
シ
ー
ル
が
貼
付
さ
れ
て
い
な
い

も
の
が
販
売
さ
れ
て
い
た
際
は
、
最

寄
り
の
地
方
振
興
事
務
所
又
は
、
地

域
事
務
所
ま
で
御
連
絡
願
い
ま
す
。

二
、
気
仙
沼
市
産
の
ま
つ
た
け
を
含

め
、
非
破
壊
検
査
で
所
定
の
基
準
値

を
超
え
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
全
検

体
の
精
密
検
査
を
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ず
実
施
し
ま
す

の
で
、
検
体
提
供
に
御
協
力
願
い
ま

す
。

三
、
村
田
町
、
仙
台
市
、
大
崎
市
、
栗

原
市
、
登
米
市
、
気
仙
沼
市
、
南
三
陸

町
で
は
、
前
述
以
外
の
野
生
き
の
こ

の
出
荷
制
限
が
継
続
し
て
お
り
、
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
サ
イ
ト
で
の
販
売

も
含
め
、流
通
は
厳
禁
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
十
三
年
が
経
過

し
た
現
在
で
も
放
射
性
物
質
の
影
響
に

よ
る
林
産
物
の
出
荷
制
限
は
今
な
お
続

い
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
近
年
は
、
非
破

壊
検
査
器
に
よ
る
全
量
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査
を
要
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と

す
る
一
部
解
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や
、
特
定
の
竹
林
の
み
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対
象
と
し
た
一
部
解
除
な
ど
、
新
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な
手
法
も
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
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き
て
い
ま
す
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最
近
で
は
、
気
仙
沼
市
産
の
ま
つ
た

け（
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和
三
年
九
月
）、
丸
森
町
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大

張
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山
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矢
間
）の
た
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和

四
年
三
月
）に
続
き
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昨
年
十
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は
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大
崎
市
及
び
栗
原
市
産
の
野
生
き
の
こ

の
う
ち
な
め
こ
、な
ら
た
け
、む
き
た
け

が
非
破
壊
検
査
器
に
よ
る
全
量
検
査
を

要
件
に
一
部
解
除
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、令
和
五
年
三
月
に
は
、栗
原
市

の
旧
栗
駒
町
、
旧
鶯
沢
町
、
旧
金
成
町
、

旧
花
山
村
に
お
い
て
、
特
定
の
竹
林
の

み
を
対
象
と
し
た
一
部
解
除
が
認
め
ら

れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

右
記
以
外
の
地
域
で
も
、
放
射
性
物

質
濃
度
が
高
い
野
生
き
の
こ
が
産
出
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
自

主
検
査
を
実
施
す
る
な
ど
の
安
全
確
認

に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
林
業
振
興
課 

地
域
林
業
振
興
班
）
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みやぎの林業だより

令和６年度林業試験研究の概要
林業技術総合センターでは、３つの技術開発目標を掲
げ、今年度は11の課題に取り組んでいます。このうち
政策的、重点、新規の６課題について概要を紹介します。

■建築物木造・木質化推進のた
めの県産スギ部材の開発

　令和５年度から始めた課題。
非住宅への利用をターゲットに
高耐力木質面材の開発を目指し
ています。
　今年度は、ＬＶＬを枠材、超
厚合板を面材にした高耐力床の
性能を評価する計画です。

■スギ特定母樹及びクロマツ第
二世代品種の開発（第3期）

　平成27年度から始めた課題。
従来よりも初期成長や通直性等
に優れたスギ品種の選伐及び毒
性の強いマツノザイセンチュ
ウを接種して抵抗性を持つクロ
マツ品種の開発を目指していま
す。
　今年度は、スギでは次代検定
林の候補木の剛性、通直性、雄
花着花調査、クロマツでは、１
次検定の３回（年）目を実施する
計画です。
■ハタケシメジ新品種の栽培技
術の確立

　今年度から始めた課題。前課
題で昨年度選抜されたＬＤ3号
候補一株と予備二株を生産者施
設で野外栽培・簡易施設栽培を

実施し、ＬＤ 3 号株を決定。ま
た、菌糸選抜、冷蔵・凍結保存、
組織分裂の技法によりＬＤ2号
や3号菌株の性能を維持する技
術の検討を行う計画です。

■宮城県におけるカラマツの生
育適地の検証等に関する調査

　令和3年度から始めた課題で、
カラマツが現生する地形や標高
等の環境要因を調査し、木材利
用が可能となる県内の生育場所
の解明を目指しています。併せ
て東北大学と共同で現生個体の
遺伝解析を行い、生育場所や形
質等との関係を調べています。
　今年度は、県北の海岸地域と
県南地域で調査する計画です。
■雄性不稔（無花粉）スギ個体の
作出と品種開発に関する研究

　平成23年度から始めた課題
で、国が開発した無花粉スギ「爽
春」と県内精英樹「栗原四号」を
掛け合わせた個体から県内由来
の無花粉スギ個体一系統の作出
に成功しており、国の品種登録
及び挿し木苗の供給に向けて採

穂園の造成を行っています。ま
た、昨年度に採種したＦ2種子
のコンテナ苗を育苗して、違う
系統の無花粉スギ品種の開発に
も取り組んでいます。

■海岸防災林の生育状況等に関
する調査

　令和２年度から始めた課題
で、東日本大震災で消失したク
ロマツ人工林跡に盛土造成し、
再造林して再生を図っていま
すが、今後の生育過程が不明で
あることから、本数調整伐後の
生育状況等の調査を行っていま
す。全国的にも類似の事案がほ
とんどなく、結果が注目されて
いることから、できるだけ長期
間の調査が必要と考えていま
す。併せて、防風・防砂機能の
変化についても調査を行ってい
ます。

（林業技術総合センター）

林業・木材産業の一層
の産業力強化をけん引
する技術の開発

森林の持つ多面的機能
のさらなる発揮に向け
た技術の開発

東日本大震災からの復
興と発展を支える技術
の開発

YouTube チャンネル
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令和5年

平成31年
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木 材 市 況 の 動 向

特 産 市 況 の 動 向

樹種 材長
   m

径 級
　　　cm

価格 （中値　単位：円／㎥）
仙南 仙北 大衡 津山 石巻

ス

ギ

　3.00
14〜16 － － － － －
16〜30 － － － － －
20〜32 10,500 － － － －

　4.00

10〜13直曲 － 9,000 9,860 10,000 －
14〜18直曲 － 9,000 9,860 9,300 －
20〜22 10,000 － 12,000 10,980 －
24〜34 10,000 11,600 12,000 11,500 －
36〜 10,800 － 11,000 11,000 －

年　次 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

平成31年 1,064 993 895 932 887 888 901 989 949 908 953 998

令和2年 999 965 977 1,006 973 958 926 944 1,057 1,044 989 1,001

令和3年 1,046 954 916 879 892 862 843 921 939 921 948 1,035

令和4年 1,010 991 982 948 983 1,012 1,035 976 1,002 1,015 1,013 1,038

令和5年 1,031 968 967 966 996 1,038 1,019 996 1,011 1,016 1,006 1,068

令和6年 1,072 1,044 1,069 1,042 1,084 1,014

資料：宮城県森林組合連合会

資料：仙台中央卸売市場

素材：県森連共販所
　　　市況（平均価格）

表2　生しいたけ価格の市況

表１　各共販所別木材市況（令和6年７月）

図１　素材価格の動き

図２　生しいたけ価格の動向

単位：円／kg

項　　　目 総　数 木造戸数 非木造戸数 木造率（％）

令和6年5月（戸） 1,386 1,050 336 75.8 
令和5年5月（戸） 1,049 824 255 78.6 
前年同月比（％） 132.1 127.4 131.8 －

令和5年6月～令和6年5月（戸） 17,074 12,148 4,926 71.1 
令和4年6月～令和5年5月（戸） 16,765 11,872 4,893 70.8 

前年同期比（％） 101.8 102.3 100.7 －

表3　宮城県の新設住宅着工戸数（令和6年5月）

資料：住宅着工統計

新設住宅着工戸数
・5月の新設住宅計は前年同月比で
32.1％増加し、前年同期比では1.8%
増となった。
・構造別では木造が前年同月比で
27.4%増加し、前年同期比で2.3％増
となり、木造率は前年同月比で2.8ポ
イント減の75.8%となった。

素材動向
・素材平均価格は前年
と比較し、やや高い水
準で推移している。

・平成24年に原木しいたけ(露地)が
出荷制限指示を受けたこと等に伴
い、価格は大きく下落したが、平成
26年次以降は900円～1,000円
台と、震災前の平均価格を上回って
いる。
・令和6年の生しいたけ年平均の単価
(円/kg）は前年よりやや高い水準で
推移していたが、6月に前年度同月
の価格を下回り1,014円となった。

概　況

概　況

概　況
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　新型コロナウイルス感染症の
影響で都市間の移動が難しくな
り、元々本業としていた防災教
育やまちづくりなどの仕事がま
まならなくなってしまいました。
その折に、災害時や地域で何か
役に立てばと、チェンソーや重
機の使い方を学べる林業研修を
受講したのがきっかけです。
　研修で、山を理解することが、
南三陸町の海をより深く理解する
ことに繋がると気付き、その理解
が南三陸町のまちづくりに繋がる
大切なことだと感じたんです。
　研修の後、同じ想いの仲間た
ちと共に町民の方から提供して
いただいた山で活動するために、

東北ＧＹＲＯｓを設立しました。
　ただ、団体の説明としては林
業をする団体というより、「森づ
くりを通じて、人づくり、まち
づくりを考えている団体です」
と説明することが多いですね。
地域のことを一緒に考える中
で、いろんな人が誰でも森づく
りに関われるよう、まずは自分
たちから動いています。
　現在は、週１、２回ほどの頻
度 で 町 内 の 森 林 の 整 備 を し、
時々体験イベントの開催をして
います。自伐型林業のスタイル
を参考にしながら、伐採した木
材は、薪や木工用の材料として
町内外に出荷します。会員の参
加頻度は週数回から数か月に１
度まで様々です。
　活動を通して大事にしている
のは「間口はポップに、入ったら
ディープに」ということです。林
業ってハードル高いイメージあ
りますし、実際に辛い時もあり
ますが、楽しさや奥深い面もた
くさん。それらを伝えることで

「自分のまちでも何かできない
か」と思う人と山を繋ぐきっかけ
にもなれたらと思っています。
　活動の中では、山での活動が

ほとんどなので、作業中のリス
ク管理に特に気を配っていま
す。難易度が高く自分たちだけ
では危険な場合は「甘える時は
甘える」と決めて、町内で林業を
営む先輩方に手伝っていただき
ながら活動をしています。

　今後、東北ＧＹＲＯｓの規模
を大きくしたいとは思っていな
いです。団体名の由来となって
いるジャイロ現象のように、初
心を忘れずブレない気持ちで、
とにかく続けること。そして、
山との関わりによってまちをよ
り理解する人を増やすための挑
戦をし続けることが、私たちの
目標です。
　あとは、私たちのスタイルが
一つの参考になって、東北各地
でもまちづくりのために山と向
き合う人たちが増えたら嬉しい
です。そして、その仲間同士が
横のつながりを持つことで、東
北全体の森づくり活動が活発に
なったらいいなと思います。

山を理解することで
海を理解する
まちづくりの形

みやぎの
森林人

もりびと

今回ご紹介するのは、南三陸町で一般社団法人東北 GYROs（ジャイ
ロス）の代表理事を務める大場黎亜（おおば れいあ）さんです。大場
さんは、震災やコロナ禍をきっかけに、東北 GYROsを通してまちづ
くりの視点から、森林との関わり方を発信しています。

間口はポップに、入ったら
ディープな森づくり活動

山と関わり、
町を理解する人を
増やしていく

活動の様子
東北GYROsさんは、普段の里山
整備や伐採した木材の薪割り・販
売のほか、山と親しむ体験会やイ
ベント開催もしています。

・３月のイベント参加者の皆さんと（左）
・キャンプ場で薪割り体験会（右）
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国産材(生産販売)、木材チップ生産
製 材 業 、 伐 出 造 林 請 負

代表取締役　亀 山 武 弘

宮城十條林産株式会社

本 社

営 業 所

工 場

関連会社

〒980‐0871

仙台市青葉区八幡3丁目2番7号

　仙台(022)261ー2151(代)　FAX(022)261ー2150

気仙沼･栗駒･飯野川･大和･白石･郡山･岩出山

気仙沼･栗駒･白石･岩出山･鶯沢

宮十運輸株式会社･宮十造園土木株式会社

株式会社宮城環境保全研究所

代表理事

専務理事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

亀　山　武　弘
小　澤　幸　三
亀　山　征　弘
梶　原　領　太
阿　部　　　貢
石　田　竜　也

〒980‐0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022(261)2151　FAX　022(261)215０

宮城県木材チップ協同組合宮城県木材チップ協同組合
会　長
副会長
副会長
副会長

米　澤　光　秀
永　井　政　雄
菅　原　正　義
佐　藤　裕　康
ほか理事一同

〒980-0871　仙台市青葉区八幡三丁目2番7号
電話　022（261）2151

宮城県木材チップ工業会

代 表 理 事 遊　佐　勘左衛門

〒989-6165　大崎市古川十日町４番１４号
TEL（0229）22-1281
FAX（0229）22-1281

E-mail : sasakimi@proof.ocn.ne.jp

一般財団法人 佐々君治山報恩会

〒980-0011
仙台市青葉区上杉２丁目４-46
宮城県森林組合会館内
TEL（022）266-7121

水源林造成事業

緑をはぐくみ水をつくる
　奥地水源地域の森林整備

宮城県水源林造林協議会

第233号令和６年８月27日
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みやぎの林業だより

「公益信託  農林中金森林再生基金」（農中森力基金）等を通じ、森林の公益性発揮を
目指した活動を積極的に支援していきます。

〒980-0011　仙台市青葉区上杉一丁目2 番 16 号（ JＡビル宮城内）　☎022（711）7531（代）

もりぢから

農林中央金庫　仙台支店

私たちは森林づくりのプロフェッショナルです。ご相談はお近くの森林組合に！

宮城県森林組合連合会
仙台市青葉区上杉２丁目４-４６
TEL022-225-5991　FAX022-225-5994

■樹木の枝や根の有効利用は　　ウッドリサイクルセンター　022-345-6041

■優良みやぎ材の原木は
仙南地区木材センター
大 衡 綜 合 セ ン タ ー

0224-65-2166
022-345-2205

仙北地区木材センター
津 山 木 材 セ ン タ ー

0229-72-1877
0225-68-3038

花粉症対策スギ挿木コンテナ苗木，海岸防災林用抵抗性クロマツ苗木をはじめ，
林業用及び森林復旧用各種苗木のご用命・ご相談承ります。

〒980－0011 仙台市青葉区上杉二丁目4番46号
TEL （022）222－3661　FAX （022）222－3688

宮城県農林種苗農業協同組合

GR現代林業 林業新知識
B5判　24頁
年間購読料 3,000円（送料込み）

A5判　80頁
年間購読料 5,400円（送料込み）

山 林
A5判　66頁
年間購読料 3,500円（送料込み）

〒981-0914 仙台市青葉区堤通雨宮町4-17
　　　　　　  宮城県仙台合同庁舎10階

宮城県林業振興協会

TEL 022-301-7501
FAX 022-301-7502

図書の申込、問い合わせは

林業の今を伝える月刊誌今

第233号 令和６年８月27日
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みやぎの林業だより
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一般社団法人 宮城県林業公社

森林は大切な資源です
森林整備を通して

美しい森林を未来に伝えます

〒981-0914　仙台市青葉区堤通雨宮町4－17
TEL（022）275-9171　FAX（022）275-9172
http://www.miyagi-rinkou.sakura.ne.jp

（森林整備法人）

スゴいぞ！  みやぎの木のチカラ

　県土の約６割を占める森林は、水源のかん養や山地災
害の防止など多様な機能を担っており、その発揮が様々な

SDGsの目標達成に貢献しています。また、製造時のCO2

排出量が少なく、内部に炭素を蓄える木材を上手に利用する

こと（ワイズユーズ）は、温暖化防止など様々なSDGsに貢

献し、そこから生み出される恵みを森林の再生に還元させるこ

とで持続可能な循環を作り出すことができます。

　みやぎにはJAS製材品など優れた品質の木材や高度な
加工技術があります。どうぞ、家づくりや街づくり等において

「みやぎの木のチカラ」を実感してください。

私たちがお手伝いいたします。

宮城県木材協同組合の取組例

ＪＡＳ製品の
利用拡大

宮城県産材
利用拡大

宮城県木材協同組合　　理事長　米澤 光秀
tel：022（233）2883　https://miyagi-wood.jp

令和６年度JAS構造材実証支援事業

木×SDGs Wise use of woods from みやぎ ！

令和6年緑の募金運動スローガン

「緑の募金で進めよう SDGs」～森林を守る　森林を活かす～
も 　  り も 　  り

緑の募金
にご協力ください！

秋の強調月間

年間目標額 45,000,000円

9月1日～10月31日

〒981-0914  仙台市青葉区堤通雨宮町4-17  宮城県仙台合同庁舎10階

公益社団法人宮城県緑化推進委員会
TEL.022-301-7501  FAX.022-301-7502

第233号令和６年８月27日


